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平成 23 年 10 月 

各 位 

愛知県信用保証協会 

 

平成 23 年度上半期（４月～９月）事業概況について 

 

日ごろは、本協会の業務運営に格別のご支援をいただき、厚くお礼申し上

げます。 

平成 23 年度も半期を終え、このたび上半期の概況について、次のとおり取

りまとめましたのでお知らせします。 

 

平成 23 年度上半期の保証承諾額は、3,800 億円、前年同期比 109.8％と前

年度を大きく上回りました。東日本大震災による影響と先行きの不透明感か

ら、資金を手厚く確保しておきたいという需要により増加しました。 

保証債務残高は、昨年来ゆるやかな減少を続けていましたが、保証承諾額

の増加を背景に、1兆 8,965 億円（前年同期比 100.5％）と１年前の水準に戻

っています。返済緩和の条件変更については、1,638億円（前年同期比113.1％）

と引き続き増加しています。 

代位弁済額は、175 億円（前年同期比 105.5％）と増加したものの、金融円

滑化法を背景とした条件変更の柔軟な取組などにより、平成 22 年度以降、引

き続き落ち着いた状況にあります。 

 

今後も中小企業金融の円滑化を図るため、信頼される取組を積極的に行っ

てまいりますので、引き続きご支援いただきますようお願い申し上げます。 

 

(単位 億円，％） 

区 分 
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

上半期 年度合計 上半期 年度合計 上半期 前年同期比 

保 証 承 諾 額 5,230 9,297 3,462 7,163 3,800 109.8

保証債務残高 19,472 19,407 18,877 18,421 18,965 100.5

条 件 変 更 ※ 661 1,934 1,448 3,062 1,638 113.1

代 位 弁 済 額 259 488 166 347 175 105.5

回  収  額  12 38 16 33 12 78.8

※条件変更については、「返済緩和の条件変更」のみの金額 
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主な状況を概観します。 

 

１ 東日本大震災に関する対応 

本年３月11日に発生した東日本大震災に直接又は間接的に影響を受けた中

小企業者に対し、国及び愛知県の施策に協力し、次表のとおり保証制度を取

り扱っています。 

保証承諾金額は、1,831 億円に及び、本協会全体における構成比は 48.2％

を占めます。 

なかでも、愛知県融資制度「あいちガンバロー資金」は、保証料を県が全

額補助するというかつてない取組でもあり、爆発的な需要が生じました。 

（単位 億円） 

制度名 開始日 保証承諾金額 

愛知県 あいちガンバロー資金※ 4/26 1,542 

愛知県 サポート資金【震災復興】 5/23 113 

愛知県 サポート資金【経済対策特別】震災要件 3/17 82 

愛知県 サポート資金【セーフティネット】震災要件 4/1 6 

（国）震災復興緊急保証 5/23 82 

（国）災害関係保証 3/14 0 

（国）経営安定関連保証（５号震災要件） 4/1 2 

（金融機関提携）震災復興協調保証 6/1 4 

合計 1,831 

  ※ あいちガンバロー資金は、9月末終了 

  

２ 円高への対応 

本協会は、昨年９月から円高等特別相談窓口を設置し、愛知県融資制度「サ

ポート資金【経済対策特別】円高対応緊急枠」を取り扱ってきました。 

同制度は、本年９月に終了予定でしたが、８月には一時１ドル＝75 円 95 銭

と史上最高値を更新するなど、歴史的な円高の影響を受けている中小企業者

の資金繰りを引き続き支援するため、来年３月まで取扱期間が延長され、貸

出金利の引下げも行われています。 

 

３ 保証承諾 

（1）新規保証 

保証承諾額に占める新規の割合は低下傾向にあり、上半期金額において、

構成比 3.9％、前年同期比 88.2％となっています。 

 

（2）資金使途 

東日本大震災による影響と先行きの不透明感から、資金を手厚く確保し

ておきたいという需要により、運転資金が大きく増加した半面、設備資金
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は、上半期金額において、構成比 2.1％、前年同期比 70.7％と設備投資意

欲は弱含みです。 

 

（3）無担保保証 

保証承諾額に占める無担保保証の割合は引き続き増加し、上半期金額に

おいて、構成比 88.7％、前年同期比 118.2％となっています。 

 


